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平成 29 年 1 月 17 日（火）、今年度最後の「こらぼ de サロン」は東京経済大学の

尾崎寛直准教授とゼミ生のみなさんの協力を得て、国分寺Ｌホールにて開催しました。 

 

市内唯一の大学である東京経済大学は、市とも深く関わりさまざまな活動をし

ていますが、大学が東の端にあるため、その活動は市民のみなさんに知られてい

ません。そこで、2013 年６月に開所した「東京経済大学地域連携センター」の

協力の元、大学生が地域にどのように関わっているかを知り、大学生が継続的に

地域に関わるためには何が足りないのかを考えるシンポジウムを開催しました。 

 

尾崎先生からは「21 世紀の大学の担う≪第三の使命≫」として、現在の大

学の置かれている状況や、求められていることをお話いただき、ゼミ生の皆さ

んからは、一年間取り組んできた活動内容を発表していただきました。当日は

35 名の参加者があり、若い方たちの熱気あるプレゼンテーション、その後の

グループトークでも各グループに 2～3 名の学生が加わりました。幅の広い年

齢層の人たちが同じテーブルで意見交換をすることでお互いにとって、いい刺

激となったのではないでしょうか！？ 

アンケートでは、“今までと違う学生らしい発想が聞けた”というご意見や“またこのよ

うな会を継続して開催してほしい”という声もいただきました。また“大学側の地域連

携センターとボランティアセンターと市民活動センターが上手につながるといいです

ね。”というご意見もありましたが、センターとしても市民の皆様に「市民活動センター」

という存在が知られていないのだと感じることが多くあります。今回のシンポジウムは、

地域で活動している大学生と市民活動団体がつながるきっかけになれば…と開催しまし 

たが、今後の各センターとの連携も考えていきたいと思います。 

開 
催 

報 
告 

第9回 親子で楽しもう！英語絵本と歌 
 

テーマは「ごあいさつ」。英語絵本 2 冊の読み聞

かせ・手遊び・歌。いろいろな英語の挨拶を紹介。 

 

日:4 月 21 日(金)9:45～11:00  

場:ひかりプラザ和室  ￥:500 円 

申:oyako.eigo.ehon@gmail.com 
 

一般社団法人プレイセンター小さな森の紹介① 

事業①子どもの預かり：保育はプレイセンタースーパー 

バイザー資格を持つお母さん達と公立保育園勤続 

30 年の保育士さんたちです。 

「暮しネット」はちょっとした助け合い！ 
 

介護サポーターズ国分寺は地域のつながりをめざし

て、掃除、見守りや散歩のサポートなど、ちょっと

した助け合いの仲介を行っています。 
 

￥:１時間 800 円・30 分 400 円  

問:080-3461-5960（木田） 
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日:毎週水曜日 9 時～17 時 渡辺宅 

問:042-324-5777（渡辺） 
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お 知 ら せ 

   平成 29 年度に実施の公募型協働事業の委託先となる市民活動団体を再募集します。 

委託先団体は、書類審査及び「平成 29 年度第１回国分寺市協働事業審査会」における 

内容審査で選定します。詳細は募集要項をご覧ください。 

【募集事業】 

事業名 事業担当課 

国分寺市まちづくりセンター協働事業 まちづくり推進課（市役所第２庁舎２階：内線 456） 

【募集要項配布及び募集期間】平成 29 年４月３日（月）～５月８日（月） 

【募集要項配布・掲載場所】まちづくり推進課・各公民館、地域センター・市ホームページ 

【平成 29 年度第１回国分寺市協働事業審査会】 

日 時：平成 29 年６月 13 日（火）午後２時 00 分から質疑応答終了まで 

会 場：国分寺市役所第１庁舎３階 第一・二委員会室 

内 容：応募団体によるプレゼンテーション及び審査委員による団体・担当課への質疑 

また、同日午前 10 時からは平成 28 年度に実施した提案型・公募型協働事業６事業の 

報告会を行います。どなたでもご参加いただけますので、ぜひお越しください。 

 

■レターケースについて■ 

 平成 29 年度登録更新時にレターケース利用申し込みをいただ

いておりますが、平成 28 年度にご利用されていて、今年度の利

用をされない場合、４月 21 日（金）までにケースの中身をお持

ち帰りください。 

また、新しくご利用を希望される団体は、センターまでご連絡

下さい。（すでに、登録更新時に申し込まれている方は連絡の必要

はありません） 

○レターケースサイズ・・・Ａ４サイズ 

   （幅 23.5cm×奥行 32.0cm×高さ 3cm） 

○利用期間：平成 29 年４月１日～平成 30 年３月 31 日 

■プロジェクターが 

     新しくなりました■ 
新しいプロジェクターは、小

型・軽量！Ａ４コピー用紙くらい

の大きさで、今までの半分位にな

りました。是非ご利用ください。 

 

 タテ 210 ㎜×ヨコ 292 ㎜ 

高さ 50.2 ㎜ 

 重量 約 1.7 ㎏ 

センター長通信 

４月になり新たな年度が始まりました。私は通勤に国分寺駅を利用しているのですが、日立中央研究所

に目を移すと桜が真っ盛り。電車内や街中で見かけるピカピカの新入社員、新入生の姿は、こちらの方も

新しい気持ちにさせてくれます。また市民活動センターのある国分寺駅北口では再開発事業であるビルの

建築が着々と進み、街の大きな変化を感じているところです。 

国分寺駅前に移転して３年目、少しレイアウトを変えてみたりするなど、団体のみなさんの活動の場・

交流の場として、より良い利用しやすいセンターを目指し、また協働にかかる相談・コーディネートを引

続き行ってまいります。 

今月 23 日には、「市民活動フェスティバル」がひかりプラザで開催されます。昨年は風が強く荒天で

ございましたが、どうぞ多くの方がご来場していただけますよう心よりお待ち申し上げます。「市民の輪」

を広げてまいりましょう。                   市民活動センター長 栗原 洋 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発行・編集  
こくぶんじ市民活動センター（国分寺市役所 市民生活部 協働コミュニティ課） 
〒185-0012 東京都国分寺市本町４丁目１番地９ 本町クリスタルビル４階 
Tel 042-２０８-３６３６ ／ Fax 042-２０８-３６３７ 
e-mail kccpc@jcom.home.ne.jp 
http://www.collabo-kokubunji.com/ 
開館時間 月～金曜日 9:00～17:00（年末年始を除く） 

平成２9 年４月１日発行 

 編集後記：桜のつぼみも膨らんできましたね。満開予想は４月の始め、入学式の頃…楽しみですね。４月と

いえば『市民活動フェスティバル』、23日の開催に向け準備は大詰め。今年は参加団体も増え、企画もバラエ

ティに富んでにぎやかなフェスになりそうです！多くの方のご来場をお待ちしております。（Ｍ） 
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KOKUBUNJI 
Collabo 

国分寺市を拠点とする 

Ｎ Ｐ Ｏ の 活 動 取 材 録 

シリーズ・ＮＰＯの現場から 

第 103 回  

～みんなで楽しくおもてなし♪～ 

おもてなし英会話・国分寺 

『おもてなし英会話・国分寺』は、昨年 3 月に発足したばかりの新しい団体です。平成 27 年度に東京

都と国分寺市が共催で開催した『外国人おもてなし語学ボランティア育成講座』に参加し、“外国の方が安

心して日本に滞在できるように、もっとたくさんおもてなしと英会話を学びたい！”という思いを持った

方々が中心となり講座終了後に会を立ち上げました。当初７名だったメンバーも、現在では 20 名。メン

バーの募集は市報を利用したそうですが、反応の多さから「おもてなしや英会話に興味のある方がたくさ

んいるのだと驚きました」と嬉しそうにお話くださいました。 

『おもてなし英会話・国分寺』の活動は、３週間に１回のペースで

月曜日午後に 2 時間行われています。取材当日は駅の案内など実践

的な英会話を学ばれていました。毎回メンバーの中からリーダー役を

決め、リーダーが教材を用意し皆さんで学ぶというスタイルです。 

リーダーが交代するため、内容も毎回異なり、教材を考えるリーダー

も、教わるメンバーも楽しく学べるそうです。 

 

皆さんは、日常生活でも外国人の方と積極的にお話しされています！ 

例えば…“ある日電車の中で席に座っていた外国人親子に声を掛けられました。「Please take this seat. 
（席をゆずりますよ）」と息子さんから声を掛けられたので、「No problem. （大丈夫）Please don’t worry 
about me. （気をつかわなくていいよ）」とお答えしたそうです。親子が電車を降りていく時に「Thank you 
very much for your kindness.（ご親切に本当にありがとう）」とお礼を言うと笑顔を返してくれたそうです。”

他にも日頃から、様々な形で楽しく『おもてなしボランティア』されているメンバーの方の様子もたくさ

ん伺いました。 

「今後、多くの外国の方と交流をすること、日本の文化や習慣そして、

国分寺の歴史や名所などを色々な国の方に伝えられるようになるのが目

標です。そして、東京オリンピック・パラリンピックでは、一市民とし

て、困っている外国人に積極的に声をかけ、道案内などの手助けをして

いけるように、楽しく英会話を学んでいきます」と会長の浅賀さんはお

っしゃいます。外国の方に声をかける秘訣を聞くと「慣れることが一番

です。そのためにみんなで楽しく英語で会話をしています」と答えてく

ださいました。 

「積極的に話しかけることが大切なんですよ。恥をかいてもいいんです。」との言葉に、日本人同士でも

親切に声をかけることが少なくなった今、相手が誰であっても、勇気をもって話かけることは素敵な事だ

な…と改めて思わせていただきました。 

また、「定期的に活動をするのが継続の秘訣」とのことで、『おもてなし英会話・国分寺』は市民活動セ

ンターを中心に活動されています。ご興味のある方は、見学にいらっしゃいませんか？ 

お問い合わせは、こくぶんじ市民活動センターまで。 

 


